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だより
Ｎｏ．２９１　
議会広報委員会

議 会

（
第
一
部
）

　

「
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
最
近

の
動
向
」
と
題
し
、
中
央
大
学
名

誉
教
授
今
村
都
南
雄
氏
が
講
演
を

さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
20
年
前
に
始
ま
っ
た

地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
触
れ
、

１
９
９
５
年
の
村
山
内
閣
時
「
分

権
型
社
会
の
創
造
」
を
目
的
に
地

方
分
権
推
進
委
員
会
が
発
足
し
地

方
分
権
大
綱
の
作
成
に
着
手
、
平

成
11
年
に
は「
地
方
分
権
一
括
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
今
で
は
地
方
分

権
と
い
う
言
葉
は
耳
に
し
な
く
な

っ
た
が
、
私
達
が
今
直
面
し
て
い

る
「
地
方
創
生
」
の
先
駆
け
と
も

言
え
る
制
度
改
革
で
あ
っ
た
。
当

初
の
課
題
認
識
は
、

①
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
の
制
度
疲

労②
変
動
す
る
国
際
社
会
へ
の
対
応

③
東
京
一
極
集
中
の
是
正

④
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成

⑤
高
齢
化
・
少
子
化
社
会
へ
の
対

応
等

こ
れ
ら
は
現
在
推
し
進
め
ら
れ
て

い
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
政
策
（
地
方
創
生
）
と
何
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
20

年
前
か
ら
課
題
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
言
う
事
で
あ
り
、
政
府
は
何

一
つ
問
題
解
決
出
来
な
い
ま
ま
各

地
方
自
治
体
に
丸
投
げ
し
た
に
過

ぎ
な
い
が
、
一
方
で
国
が
作
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
選
択
の
強
要
な

ど
中
央
権
力
の
維
持
も
色
濃
く
残

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
は
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
の
中
で
、
地
方
に
お
い
て

国
の
安
全
に
関
わ
る
事
件
等
に
つ

い
て
国
の
法
令
で
不
適
と
さ
れ
た

場
合
、
地
方
議
会
で
は
決
議
で
き

な
い
と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
た

事
は
、
福
島
原
発
や
沖
縄
基
地
問

題
等
か
ら
国
が
当
事
者
（
地
方
自

治
体
）
を
排
除
す
る
事
が
出
来
る

の
と
同
じ
事
で
あ
り
、

地
方
議
会
は
今
後
自

治
法
改
正
前
に
議
会

改
革
を
推
し
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と

述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

政
策
に
つ
い
て
触
れ
、

こ
の
政
策
は
今
村
氏

曰
く
、
別
名
「
あ
あ

せ
ぇ
、
こ
う
せ
ぇ
、

そ
う
せ
ぇ(

創
生
）」

だ
と
。
何
ら
真
新
し

い
内
容
は
な
く
“
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
”
効
果

を
地
方
に
浸
透
さ
せ

る
狙
い
が
大
き
い
国

主
導
の
施
策
で
あ
る
。
何
よ
り
一

番
の
問
題
が
国
の
試
算
し
た
急
激

な
人
口
減
少
に
よ
る
「
消
滅
可
能

性
都
市
」
の
表
記
で
あ
る
が
、
推

計
人
口
１
万
人
未
満
の
５
２
３
自

治
体
の
内
５
１
０
自
治
体
が
町
村

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
試
算
精
度
の
低
さ
や
近
年
の

田
園
回
帰
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え

て
お
ら
ず
、
過
剰
に
反
応
す
る
事

は
な
い
。
人
口
減
少
問
題
は
国
が

仕
掛
け
た
「
心
理
戦
」
で
あ
り
、

そ
れ
ら
に
対
し
議
員
は
「
選
択
と

集
中
」
施
策
に
よ
り
増
幅
さ
れ
が

ち
な
地
域
住
民
の
不
安
に
耳
を
傾

け
る
事
か
ら
始
め
、
意
見
交
換
や

討
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
助
言
さ
れ
た
。

　（
第
二
部
）

　

「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治
動

向
」
と
題
し
、
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
川
村
晃
司
氏
の
講
演

を
傾
聴
し
た
。

■
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会　

７
月
７
日
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７
月
23
日
月
形
町
に
お
い
て
空

知
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
が
開
催
さ
れ
た
。
14
町
の
議

員
と
職
員
１
５
０
名
程
の
出
席
の

も
と
、
北
海
道
空
知
総
合
振
興
局

戦
略
策
定
支
援
担
当
部
長
の
藤
島

京
子
氏
の
「
地
方
創
生
総
合
戦
略

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
受
け
た
。
空
知
地
域
は
こ
れ

ま
で
も
人
口
減
少
問
題
に
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
国
全
体
と
し
て
人
口
減

「
地
方
創
生
と
人
材
の
時
代
の
到

来
」

　

７
月
28
日
に
北
竜
町
で
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
國

學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
学

長　

田
村　

弘
氏
。
地
方
自
治
を

支
え
る
情
熱
を
滝
川
市
の
下
水
事

業
、
大
学
・
学
部
の
新
増
設
を
認

め
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
短
期
大

学
部
の
開
学
、
医
療
ケ
ア
付
き
キ

ャ
ン
プ
「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ

ン
プ
」、
互
い
の
夢
を
結
ぶ
「
白

鵬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
実
例

を
取
り
上
げ
て
、
発
案
か
ら
実
施

へ
の
苦
難
と
成
功
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
を
良
く
知

る
こ
と
は
地
域
を
好
き
に
な
る
こ

と
に
な
り
、
行
動
が
で
き
る
原
点

に
な
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
私
達
が

子
供
達
の
未
来
の
為
に
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人
は
古

来
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
続
く

歴
史
の
中
で
、「
今
、
こ
の
時
を

最
も
大
切
に
生
き
る
」
と
い
う
思

想
を
大
切
に
し
て
き
た
。　

　

地
域
文
化
（
そ
の
地
に
暮
し
、

地
域
の
資
源
・
財
産
を
発
掘
し
特

質
を
生
か
し
、
仲
間
と
あ
る
い
は

自
ら
の
夢
と
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
人
々
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
る

地
域
の
総
和
）
形
成
に
要
す
る
知

識
、
知
恵
と
情
熱
の
源
泉
は
教
育

に
存
し
、
各
々
が
自
ら
の
本
分
を

実
践
し
人
生
を
如
何
に
生
き
る
べ

き
か
、
そ
の
生
き
方
の
問
題
で
も

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
実
践
に
よ

っ
て
、
私
達
は
一
度
し
か
な
い
人

生
を
心
豊
か
に
暮
ら
し
、
自
己
の

完
成
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と

の
考
え
も
示
さ
れ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

藤
井
）

　

政
治
は
生
活
の
一
つ
で
あ
り
、

無
駄
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治

と
は
、
税
で
始
ま
り
税
で
終
わ
る
。

公
平
に
配
分
し
地
域
と
将
来
に
利

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
一
部

に
偏
る
こ
と
の
な
い
税
サ
ー
ビ
ス

の
使
い
方
が
多
く
の
人
に
満
足
を

与
え
、
生
活
に
密
着
し
た
配
分
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

安
保
法
案
は
、
自
衛
隊
の
海
外

で
の
武
力
行
使
に
道
を
開
き
、
平

和
主
義
に
基
づ
い
て
き
た
戦
後
日

本
の
安
保
政
策
を
大
き
く
転
換
す

る
内
容
で
、
憲
法
の
違
い
が
強
い
。

ま
た
、
４
月
に
安
倍
総
理
が
ア
メ

リ
カ
議
会
で
の
演
説
の
際
、
安
保

関
連
法
案
の
成
立
を
「
こ
の
夏
ま

で
に
実
現
す
る
」
と
言
明
し
て
い

た
。
民
意
や
国
会
で
の
議
論
よ
り

も
ア
メ
リ
カ
へ
の
公
約
を
優
先
し

た
結
果
で
は
な
い
か
。

　

憲
法
の
規
定
で
は
、
参
議
院
に

法
案
が
送
ら
れ
た
後
、
60
日
を
過

ぎ
て
も
議
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
衆

議
院
で
再
可
決
す
れ
ば
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
外
、
国
内
外
の
諸
問
題
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
現
政
局
を
判

断
す
る
上
に
多
く
の
示
唆
を
得
る

講
演
で
あ
っ
た
。

　

  

（
広
報
特
別
委
員
会　

佐
光)

■
空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会　
　

７
月
23
日

少
局
面
を
迎
え
、
地
方
が
消

滅
す
る
可
能
性
も
叫
ば
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
が
安
心
し

て
生
活
を
営
み
、
子
供
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
作
り
、

活
力
溢
れ
た
地
方
創
生
の
為

に
、
４
つ
の
課
題
の
提
案
を

受
け
た
。　
　

①
地
方
に
仕
事
を
つ
く
り
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す

る
。

②
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
。

③
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
造

り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
共

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
。

こ
の
課
題
実
現
に
は
10
年
20
年
掛

か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の

町
民
を
地
方
創
生
戦
略
策
定
に
巻

き
込
ん
で
、
将
来
の
町
づ
く
り
、

住
民
が
愛
着
を
も
っ
て
住
み
続
け

る
こ
と
の
出
来
る
環
境
を
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
て
い
こ
う
と
締
め
く

く
ら
れ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）

■
北
空
知
議
員
研
修
会　
　
　
　
　

７
月
28
日
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報
道
や
町
の
広
報
な
ど
で
「
地

方
創
生
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
政
府
は
地
方
創
生
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
地
方
の
活
性
化
と
人

口
減
少
対
策
の
た
め
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」を
設
置
し
、

関
連
法
案
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
な
り
簡
略
的
で
す
が
、
地
方

（
市
町
村
・
都
道
府
県
）
は
、
こ

れ
ら
の
目
的
達
成
の
た
め
計
画
を

策
定
し
、「
良
い
も
の
」、「
効
果

が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
れ
ば
国
が

補
助
金
を
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。

当
然
な
が
ら
、
地
方
で
は
以
前
か

ら
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
し
、
現
在
進
行
形
の
案
件
で
あ

り
ま
す
。

議
員
コ
ラ
ム

　

今
、
全
国
の
市
町
村
は
、
こ
の

計
画
の
策
定
の
真
っ
只
中
に
あ
り

ま
す
。
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
す
か
ら
特
に
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
言
葉
の
表

現
は
良
く
な
い
で
す
が
、
結
果
的

に
市
町
村
間
で
補
助
金
獲
得
合
戦
、

人
口
増
を
見
込
ん
だ
人
の
奪
い
合

い
等
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
何
よ
り
、
こ
う
い
っ
た
取

り
組
み
が
国
と
し
て
の
見
地
か
ら
、

真
の
「
地
方
創
生
」
と
成
る
の
で

し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

　

地
方
重
視
を
唱
え
る
政
権
は
過

去
か
ら
多
く
あ
り
ま
す
。
果
た
し

て
今
回
の
本
気
度
は
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
坂
一
行
）

 

定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
　

第
３
回
定
例
会
は

　
　

９
月
15
日
～
17
日
の
予
定
で
す
。


